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特別寄稿

続 ・ 神 緑 会 の 歴 史

初代校長 ・小川瑳五郎氏

第7巻(平 成3年)で は"神 緑会の歴史"と して創設期 をめ ぐって編集委員会編の特集 を組んだ.

今回は昭和19年(1944年)に 県立医学専 門学校の初代校長 に就任 された小川瑳五郎氏 について,

ご子息である本学34年 卒小川晶三君(現 ハ ワイ大学医学部助教授)に 依頼 し,「父の思い出」 を

寄稿 して頂いた.約50年 前の神大医学部あけぼのの様子が鮮明に浮か び上がるのではないか と期

待する.

父 の 思 い 出

ハワイ大学内科助教授 小 川 晶 三

私 は父 の晩年 の子で

あったので,そ の思い

出は昭和の激動期10年

余 りの もので,そ れ も

これだけ年月が経つ と

記憶 も遠の き,い い思

い出ばか りしか浮かん

で 来 ず,全 く慈 父 と

いった父親像 になって しまって御退屈様で しょ

うが,梶 田先生 に一度大学創立者のプロフィー

ルをとすすめ られ,海 外 に居 る気安 さか ら神戸

時代の父 を思 い出す ままに綴 ってみたい と拙 い

筆 をとった次第です.又 誰かが何 かの機会に私

の知 らない京都時代 の父 を描 いて くれ るともっ

とはっき りした人物像が再現 されるか も知 れ ま

せん.

父は大阪の医師小川光斉の三男 として生 れた

のですが,男 の兄弟が早逝 したので,小 川家 を

継 ぐ宿命 にあ り勉学 に励んだ様です.

北野 中学か ら五高 を経て東京大学医学部 を首

席で卒業,青 山内科 に入局す る筈が教授 の勘気

に触 れ,京 大大学 院で二年 を過 した後,長 崎医

専の教授 として赴任,時 あたか も明治政府 の欧

米 を見習 え追いつ けの政策で官費留学 として,

ハイデルベ ルグ大学に入学,ロ ン ドンその他欧

州 を視察,ノ ーベ ル生理学賞 に輝 くスター リン

グ等に教 えを乞 うたの もこの頃の様です.

帰朝後京大医学部 より学位 を授与 され京都府

立医専 の教授 に就任 し,再 び六ケ月余 りの第二

回欧州視察に出掛けてい ます.京 都府立医専が

医大に昇格后学長 を勤め上 げた後,昭 和3年 当

時近代的病 院建築の華 とされた県立神戸病院に

当時の県会議長山脇氏の知遇 を得て転任,御 影

に家を新築 し,昭 和26年5月 に死去する迄 を過

しました.私 は丁度父の全盛期 に生 まれたので,

時間的 にも経済的に も余裕があった頃で,父 と

の触れ合いが比較的多か ったのは,幸 いで した.

北野 中学には着物で通学 した事,当 時紹介 され

たベ ースボール を始めた時つ き指 を して小指が

それ以来曲っている事,五 高では小泉八雲や夏

目漱石 に習 った話,東 大でベルツ水のベル ッ先

生 に顔色が悪い等 と云われた り,初 期の東大医

学部の内科教授,青 山胤通,入 沢達吉先生の事,

その頃は学生で もヒゲ をた くわえて三四郎池の

畔 りで写 っている写真,二 度 にわたる ヨーロ ッ

パ旅行の話や,彼 地 よ りの美 しい絵葉書 を見た

り,聞 いた りして育 ちました.幼 少期の男の子

が 誰で も好 きな様 に院長用 の 自動車 の前で,
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「ブーブー大好 き」 とい っている写真が神戸新

聞にの ってい る切 り抜 き等 はまだ幼 なす ぎて記

憶 にないのですが,関 西風水害で停電 した家の

中で,病 院の事 を心配 していた父の姿が最初の

記憶 としてよみがえって来 ます.当 時の 日本一

高 い授業料 といわれた甲南へ,幼 稚園か ら進め

て くれたの も受験勉強 を極力避けちれる様 にと

のあ りがたい親心 だった と感謝 しています.父

に連れていって もらった神有沿線 の苺狩 り,松

茸狩 り,蛍 狩 り,鯉 つかみ等,忘 れ難い思 い出

です.混 み合 う神 有電車で幼 い子供達 をかばう

父の姿が印象 に残 ってい ます.

家か ら徒歩で三十分程の小学校 に行 く時 も散

歩がて らついて来て途中の氏神様,弓 絃羽神社

にお参 りし短歌や俳句の手ほどきもして くれだ

ものです.今 で も覚 えているのは 「朝毎 に通 う

学 びの道すが ら神 に祈 りて心正 さん」の一首で

す.

とにか く和魂洋才の明治人,い ろんな事 に興

味 をもって野球,ダ ンス,ボ ー ト,謡 曲な どを

や り,特 に謡 いは親戚,友 人,弟 子達 にもすす

めて皆で楽 しんでい ました.父 は語学的才能 に

は恵 まれていたのか智学時代 も余 り苦労 した様

子 はないめですカ㍉研究者 として よりも臨床医,

それ も教授 時代が長か った為医学教育 には熱 を

入 れていた様 で戦時中「県病」をもとにで き上 っ

たばか りの兵庫医専の校長 と して}当 時人気の

あった 「話の泉」や 「二十の扉」 を利用 して学

生 さん を教 えて好評 を博 した様です.私 が小学

校 の5年 の時集 団疎開先 の丹波の恵 日寺 にや っ

て来て皆 を相手 に健康講話 を して照れ臭 い反面

誇 らしく思 った事 もあ りました.

戦後は小児病 院の玉木先生の父君,玉 木衛生

部長 と共に駐留軍のサ ムス少佐 と交渉 し県衛生

行 政 に も真 剣 に と りくみ忙 し く過 してい ま し

た.ド イッ語一辺倒 だ った日本 の医学にラジオ

の平川唯一 さんのカムカム英語 を毎 日一緒に聞

いた り,ア メ リカ文化セ ンターに通 ってアメ リ

カ医学の紹介につ とめていま した.引 退後 も兵

庫県医師会長 を勤めた りいつ も活動的で,小 生

が数学の難題で困 っている時 も,自 分な りに解

いて見せ て得意気で した、 とにか く,か けっこ

の早か った小学生 の私 と競争 した り,グ ラブ を

ねだると速球 を投 げて捕球 させ て験 した り,死

ぬ まで現役 といった感 じで した.

しか し分 はよ く知 っていた様 で医専が医大に

昇格 した時点で自つか ら正路先生 を口説 いて学

長 にお願 い して引退 しました。

文才がない事 をいつ も歎 いて余 り書いた もの

が残 っていませ んが,話 はよ くした様 で,そ の

為のメモはいろいろ残 うています.ウ ォルサム

の時計 をチ ョッキか ら出 している姿や,二 重 ま

わ しをつけた明治的オ シャレ感覚 はほほえま し

い欧米的 ショウオ フの現 れか も知れ ませ ん,タ

バ コはや らず,晩 酌の一合 の酒でおかずを皆食

べて母が困っていた事や,熱 い朝粥が好 きで 胃

に悪か ったのではないか と思 っています.

亡 くなる時は,東 京 の学会 に出席 した後,気

分 を悪 くし腹部の腫瘤 に気付いた時 は,既 に手

遅れで藤田教授 の執刀で手術 は行われ ものの帰

らぬ人 とな りました.

最後 まで病院のベ ッドの上か ら大学 をいつ ま

で も眺めて感慨深げに していたのが 思い出 され

ます.い つ も日本が近代化 の道 を歩 んだ,い い

時期 に活躍で きて幸せ だった事,す ば らしい先

輩同輩 後輩 に囲 まれ て死後 もアロキサ ン糖尿

で有名 な,岡 本教授 に病理解剖 して もらって骨

格標本 を第一解剖学教室で守 って頂 いて幸福 な

一生だったとい う思いです.
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